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秋
田
県
消
防
学
校
の
初
任
教
育
第
六
七

期
入
校
式
は
四
月
一
二
日(

金)

、
県
内
一

三
消
防
本
部
か
ら
入
校
し
た
九
六
名
の
学

生
や
来
賓
、
家
族
な
ど
二
七
〇
名
が
出
席

し
、
同
校
屋
内
訓
練
場
で
行
わ
れ
た
。 

　
入
校
式
で
は
、
過
去
最
多
と
な
る
九
六

名
の
入
校
生
の
名
前
が
一
人
ひ
と
り
発
表

さ
れ
、
中
村
基
校
長
が
式
辞
を
述
べ
た
。 

　
続
い
て
堀
井
啓
一
秋
田
県
副
知
事
、
中

泉
松
之
助
秋
田
県
消
防
協
会
会
長
、
小
林

博
美
秋
田
県
消
防
長
会
会
長(
秋
田
市
消

防
長)

が
入
校
生
を
激
励
し
た
後
、
入
校

生
を
代
表
し
て
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏

組
合
消
防
本
部 

茂
木
信
哉
消
防
士
が
宣

誓
を
行
っ
た
。             

　
入
校
生
は
、
九
月
二
〇
日(

金)

ま
で
の

約
半
年
間
、
寮
で
共
同
生
活
を
送
り
な
が

ら
、
消
防
全
般
に
わ
た
る
基
礎
的
知
識
と

技
術
の
習
得
、
厳
正
な
規
律
、
旺
盛
な
気

力
と
体
力
の
錬
成
な
ど
の
教
育
訓
練
を
受

け
、
警
防
隊
員
と
し
て
活
動
で
き
る
能
力

を
養
成
す
る
こ
と
と
な
る
。 

　
今
年
度
も
女
性
消
防
士
四
名
が
入
校
し
、

こ
れ
で
六
年
連
続
の
二
三
名
と
な
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
津
波
被
害
を
受
け
た

岩
手
県
宮
古
市
出
身
で
、
今
春
、
大
曲
仙

北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
に
採
用

さ
れ
た
吉
田
瑞
穂
消
防
士
は
「
消
防
士
と

し
て
の
基
礎
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
、
自

分
が
理
想
と
す
る
消
防
士
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
、
秋
田
や
宮
古
の
た
め
に
役
に
立

ち
た
い
」
と
語
っ
た
。 

  

　 　
晴
れ
て
消
防
職
員
と
し
て
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
皆
さ
ん
の
入
校
を
、

心
か
ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
社
会
の
安
心
は
、
安
全
が
絶
対

条
件
で
あ
り
ま
す
。
先
の
東
日
本
大
震
災

で
国
民
皆
が
目
に
し
た
よ
う
に
、
近
年
の

災
害
は
、
多
様
化
、
複
合
化
、
大
規
模
化

し
て
お
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で

あ
ろ
う
と
も
、
消
防
の
任
務
は
、
生
命
や

身
体
、
財
産
を
守
り
、
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
消
防

に
対
す
る
県
民
の
期
待
は
実
に
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

　
入
校
期
間
中
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を

習
得
し
、
県
民
に
信
頼
さ
れ
、
負
託
に
応

え
る
こ
と
の
で
き
る
消
防
人
と
な
る
よ
う
、

強
い
信
念
を
持
っ
て
、
怯
む
こ
と
な
く
頑

張
っ
て
下
さ
い
。                   

  

　 

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
の
茂
木
信
哉
消
防
士
は
「
入
校
の
意
義

と
消
防
の
責
務
を
自
覚
し
、
校
則
を
守
り
、

和
を
尊
び
、
規
律
あ
る
学
校
生
活
を
通
じ

て
、
勉
学
研
修
に
励
み
、
消
防
職
員
と
し

て
地
域
住
民
の
信
頼
に
値
す
る
人
格
陶
冶

に
努
め
る
こ
と
を
誓
う
」
と
宣
誓
し
た
。 
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過
去
最
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九
六
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入
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初
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秋田県消防学校職員名簿 

初任教育第66期　入校生名簿 

総務班 
主幹・班長　高　橋　一　彦 
主　　任　石　黒　　　亨 
主　　任　伊　東　絵　美 
技能主任　篠　田　　　均 
舎　　監　大　滝　　　隆 
舎　　監　長谷部　　　寿 

教務班  
副主幹・班長　後　藤　洋　明 
副 主 幹　大　野　光　徳 
副 主 幹　武　藤　　　学 
主　　査　佐　藤　和　春 
主　　査　藤　原　一　心 
講　　師　木　島　憲　悦 
講　　師　伊　藤　　　等 

【１組】 
秋田市消防本部 
　　渡　部　佳　也　　　村　上　浩　平

　　三　浦　聖　史　　　大　澤　雄　介

　　進　藤　祐　介

大館市消防本部 
　　田　山　翔　平　　　三　浦　兼　晴

　　伊　東　省　吾

北秋田市消防本部 
　　三　沢　慶　太　　　畠　山　光　大

由利本荘市消防本部 
　　菊　地　太　郎　　　佐　藤　　　亮

　　三　船　裕　喜　　　小　野　　　剛

にかほ市消防本部 
　　須　藤　憂　真

横手市消防本部 
　　⠷　橋　洋　平　　　佐　藤　光　平

　　佐　藤　大　地　　　天　久　朝之亮

　　佐　藤　初　音　　　粟　津　健　汰

　　柴　田　聖　椰　　　石　橋　尚　也

　　首　藤　知　脩

五城目町消防本部 
　　菊　地　航　平　　　

鹿角広域行政組合消防本部 
　　田　中　崇　大

能代山本広域市町村圏組合消防本部 
　　伊　藤　　　健　　　佐　藤　大　祐

　　藤　田　　　岳　　　牧　野　孔　智

湖東地区行政一部事務組合消防本部 
　　川　口　直　志　　　伊　藤　誉　紀

男鹿地区消防一部事務組合消防本部 
　　小　澤　　　透　　　藤　田　大　輝

　　安　田　龍　司　　　

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 
　　高　橋　公　也　　　小野地　翔　平

　　冨　岡　　　巧　　　吉　田　瑞　穂

　　佐々木　宏　伸　　　茂　木　雄　大

　　伊　藤　綾　汰　　　小　松　大　純

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 
　　矢　吹　　　健　　　阿　部　　　誠

　　瀬　川　優　斗　　　小野崎　雄　太

　　後　藤　尚　斗

【２組】 
秋田市消防本部 
　　水　沢　茂　樹　　　越　川　　　俊

　　栗　山　和　正　　　柴　田　　　光

　　佐　藤　怜　弥

大館市消防本部 
　　日　景　雄　大　　　鈴　木　大　貴

北秋田市消防本部 
　　松　橋　皇　成　　　津　谷　　　翔

　　成　田　聖　仁

由利本荘市消防本部 
　　佐　藤　　　卓　　　⠷　野　　　央

　　三　浦　裕　太　　　伊　藤　　　亘

　　鈴　木　柊　斗　　　須　田　⣮　加

　　堀　井　海　斗

にかほ市消防本部 
　　佐　藤　圭　介　　　佐　藤　憂　弥

横手市消防本部 
　　下　総　広　幸　　　鈴　木　　　篤

　　越後谷　　　昴　　　⠷　⠘　正　樹

　　堀　江　純　弥　　　皆　川　富美也

　　柴　田　俊　弥　　　

五城目町消防本部 
　　佐　藤　　　佑

鹿角広域行政組合消防本部 
　　小　舘　廉　史　　　湯　沢　健　太

能代山本広域市町村圏組合消防本部 
　　小山内　幸　平　　　佐　藤　優　紀

　　田　村　勇　太　　　平　川　祐　公

湖東地区行政一部事務組合消防本部 
　　伊　藤　駿　平　　　鎌　田　朋　大

男鹿地区消防一部事務組合消防本部 
　　蓬　田　雄　希　　　戸　嶋　惣　栄

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 
　　茂　木　信　哉　　　滝　沢　清　栄

　　大　釜　一　也　　　田　近　美　穂

　　⠷　橋　佳　佑　　　高　橋　徳　光

　　山　手　恵太郎　　　浅　利　貴　司

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 
　　新　山　裕　樹　　　梁　瀬　雅　弘

　　藤　原　数　喜

校　　　長　　中　村　　　基 
副　校　長　　保　坂　重　彦 
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教 育 訓 練 計 画（総括表） 

秋田県消防学校　平成25年度教育訓練計画  

教　　育　　課　　程 
教　育　実　施　期　間 

入　　校　　対　　象　　者 
日数 時　　　　期 

消
　
　
　
　
　
　
防
　
　
　
　
　
　
職
　
　
　
　
　
　
員
 

初 任 教 育  164 H25.4.10～H25.9.20 新たに採用された消防職員 

専
　
　
　
科
　
　
　
教
　
　
　
育
 

警 防 科  12 H25.11.11～H2511.22
警防業務に従事している者又は従事しようとする
者で、消防歴３年以上の者 

危 険 物 科  ５ H25.12.2～H25.12.6
危険物業務に従事している者又は従事しようとす
る者で、消防歴３年以上の者 

火 災 調 査 科  12 H25.10.21～H25.11.1
火災調査業務に従事している者又は従事しようと
する者で、消防歴３年以上の者 

救 急 科  52 H26.1.8～H26.2.28 救急業務に従事しようとする者 

救 助 科  31 H25.10.2～H25.11.1
35歳以下の救助業務に耐えうる体力を有している
者 

特 殊 災 害 科  10 H25.10.9～H25.10.18
警防及び救助業務に従事している者又は従事しよ
うとする者で、消防士長以上の階級にある者 

幹 部 教 育  9 H25.8.1～H25.8.9 55歳以下の消防司令以上の階級にある者 

特

別

教

育
 

消防操法指導員講習 2 H25.5.8～H25.5.9
消防士長以上の階級で、訓練礼式・消防操法を担
当する者 

救 急 特 別 講 習  5 H25.12.9～H25.12.13 救急救命士養成所への入所予定者 

ビデオ喉頭鏡追加講習 2 H25.11.7～H25.11.8 気管挿管資格者である救急救命士 

消
　
　
　
防
　
　
　
団
　
　
　
員
 

基 礎 教 育  2 H26.2.15～H26.2.16 団員の階級にある者 

幹 部 教 育  2 H26.1.18～H26.1.19 班長以上の階級にある者 

　
特
　
別
　
教
　
育
　
 

女 性 消防団員教育  2 H25.11.30～H25.12.1 秋田県消防協会の推薦による女性団員 

日 消 指 導 員 教 育  2 H25.10.26～H25.10.27 団員の教育訓練を担当する者 

現 地 教 育  
（内容・時間数について、地
域の実情を勘案して実施） 

市町村長等の推薦による団員 

一 日 入 校 教 育  
（内容・時間数について、要
望を勘案して実施） 

市町村長等の推薦による団員 

そ
の
他
 

そ の 他 入 校 教 育  
（内容・時間数について、要
望を勘案して実施） 

各種団体等の要請による 

平
成
二
五
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
二
〇
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

平
成
二
五
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
二
〇
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

平
成
二
五
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
二
〇
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

　秋田県消防学校では、消防団員を対象とした教育訓練を行っている。そのうち基礎教育第59期、幹部教育

第58期の実施要領を紹介するので、参考にしていただき、多くの団員が受講されることを期待している。 

　受講希望者は、市町村消防団係にお問い合せ下さい。 

消防団員基礎教育第59期 

　　入団して概ね３年未満の消防団員に対して、基礎
　的教育を行う。 

　団員の階級にある者 

　平成26年2月15日(土)～16日(日) 

　　　　　　教科目（教育内容） 時間数 

　訓練礼式（各個訓練、小隊訓練、通常点検要領） 2 

　組織制度（消防団の組織制度） 1 

　ポンプ操法（消防ポンプ操法） 2 

　火災防御・安全管理（火災防御、安全対策） 2 

　防災（災害対策） 1 

　救急救助（応急手当、基本結索） 2 

　行事その他（入校式、修了式等） 2 

　　　　　　　　　  計 12

消防団員幹部教育第58期 

　　班長以上の階級にある消防団員に対し、幹部とし
　て必要な教育訓練を行う。 

　班長以上の階級にある者 

　平成26年1月18日(土)～19日(日)  

　　　　　　教科目（教育内容） 時間数 

　講話（職責と心構え） 1 

　組織制度（消防団の概要） 2 

　防災（防災対策と活動要領） 2 

　現場指揮（現場指揮要領） 3 

　安全管理（事故予防対策） 2 

　事例研究（実務研究課題討議） 1 

　行事その他（入校式、修了式等） 1 

　　　　　　　　　  計 12

教育課程 

目　　的 

対 象 者 

教育期間 

教科目及 

び時間数 
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と
し
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佐
　
藤
　
敏
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平
成
二
五
年
春
の
叙
勲
及
び
第
二
〇
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表

さ
れ
、
消
防
関
係
の
本
県
受
賞
者
は
春
の

叙
勲
二
二
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
七

名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。     

 B

瑞
宝
双
光
章
（
一
名
） 

　
元
潟
上
市
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
菅
　
　
　
金
　
春

 B

瑞
宝
単
光
章
（
二
一
名
） 

　
元
仙
北
市
田
沢
湖
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
荒
木
田
　
芳
　
美

　
元
能
代
市
連
合
消
防
団
能
代
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
大
　
槻
　
昭
　
一 

　
元
男
鹿
市
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
小
山
田
　
俊
　
勝

　
元
鷹
巣
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
小
　
松
　
秀
　
雄 

　
元
藤
里
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
齋
　
藤
　
守
　
一

　
元
横
手
市
増
田
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
佐
々
木
　
宗
　
助

　
元
横
手
市
雄
物
川
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
佐
々
木
　
信
　
義

　
元
羽
後
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
柴
　
田
　
孝
　
夫

　
元
三
種
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
清
　
水
　
三
千
男

　
元
大
館
市
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
　
　
原
　
利
　
雄

　
元
横
手
市
横
手
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
鈴
　
木
　
淳
　
一

　
元
河
辺
町
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
鈴
　
木
　
正
　
勝

　
元
上
小
阿
仁
村
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
田
　
中
　
　
　
巖

　
元
大
仙
市
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
田
　
村
　
　
　
勉

　
元
西
仙
北
町
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
内
　
藤
　
惣
　
二

　
元
岩
城
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
星
　
川
　
雄
　
悦

　
元
仙
北
町
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
星
　
宮
　
岩
　
男

　
元
大
仙
市
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
間
　
瀬
　
堅
　
一

　
元
美
郷
町
消
防
団 

　
　
　
団
　
　
　
長
　
三
　
浦
　
勝
　
二

　
元
森
吉
町
消
防
団 

　
　
　
分
　
団
　
長
　
吉
　
田
　
傳
　
藏

　
元
仙
北
市
角
館
消
防
団 

　
　
　
副
　
団
　
長
　
渡
　
部
　
　
　
博

B

瑞
宝
双
光
章
（
三
名
） 

　
元
横
手
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
菅
　
谷
　
嘗
　
一 

　
元
に
か
ほ
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
　
防
　
監
　
⠷
　
橋
　
　
　
誠 

　
元
横
手
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
⠷
　
　
　
保
　
夫

B

瑞
宝
双
光
章
（
四
名
） 

　
元
鹿
角
市
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
金
　
澤
　
秀
　
美

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
竹
　
内
　
宗
　
一

　
元
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
消

防

司

令
　
半
　
田
　
嘉
比
呂

　
元
北
秋
田
市
消
防
本
部 

　
　
　
消
防
司
令
長
　
柳
　
山
　
敏
　
幸 

平
成
二
五
年  

春
　
の
　
叙
　
勲 

第
二
〇
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

平
成
二
五
年

平
成
二
五
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
二
〇
回

第
二
〇
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 
平
成
二
五
年

平
成
二
五
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
二
〇
回

第
二
〇
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 
平
成
二
五
年

平
成
二
五
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
二
〇
回

第
二
〇
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 
平
成
二
五
年 

春
　
　
の
　
　
叙
　
　
勲 

第
二
〇
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲 

 

北
秋
田
市
消
防
団 

　  

か

ね

た

　   

さ

く

み

 

　
金
　
田
　
咲
　
美 

三
種
町
消
防
団 

　  

か

ね

こ

　   

た

だ

お

 

　
金
　
子
　
忠
　
夫 

男
鹿
市
消
防
団 

　  

す

ず

き

　   

　
　
き
よ
し 

　
鈴
　
木
　
　
　
清 

八
郎
潟
町
消
防
団 

　 

さ
い
と
う
　   

か

ず

お

 

　
齊
　
藤
　
和
　
雄 

横
手
市
十
文
字
消
防
団 

　  

か

た

の

　 

　
　   

た
か
し 

　
片
　
野
　
　
　
孝 

秋
田
市
消
防
団 

　  

う

み

の

　   

た

つ

お

 

　
海
　
野
　
達
　
雄 

由
利
本
荘
市
消
防
団 

　  

す

お

う

　 

ひ
ろ
む
ね 

　
周
　
防
　
彦
　
宗 

に
か
ほ
市
消
防
団 

　  

さ

さ

き

　 

　
　   

ま
も
る 

　
佐
々
木
　
　
　
護 
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秋
田
県
消
防
協
会
消
防
互
助
会
審
議
委

員
会
は
四
月
二
五
日(

木)

、
九
名
の
委
員

全
員
が
出
席
し
、
秋
田
市
の
「
ル
ポ
ー
ル

み
ず
ほ
」
で
開
催
さ
れ
た
。 

　
消
防
互
助
会
は
、
協
会
の
目
的
及
び
事

業
の
円
滑
な
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
会

員
相
互
の
共
存
共
栄
及
び
親
睦
融
和
を
図

る
と
と
も
に
消
防
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
罹
災
見
舞
金
や
弔
慰
・
傷

痍
見
舞
金
、
結
婚
祝
い
金
の
贈
呈
な
ど
を

行
う
事
業
で
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
。 

　
今
般
の
審
議
委
員
会
は
、
委
員
改
選
後

初
め
て
の
委
員
会
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

最
初
に
委
員
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
委
員

長
に
は
委
員
の
互
選
に
よ
り
佐
藤
生
治
仙

北
市
消
防
団
団
長
が
選
出
さ
れ
た
。 

　
引
き
続
き
、
佐
藤
委
員
長
が
議
長
と
な

り
、
平
成
二
四
年
度
消
防
互
助
会
決
算
や

平
成
二
五
年
度
消
防
互
助
会
予
算
な
ど
を

審
議
し
た
。 

　
平
成
二
四
年
度
罹
災
見
舞
金
贈
呈
事
業

で
は
、
四
月
の
爆
弾
低
気
圧
に
よ
る
風
水

害
の
見
舞
金
が
多
く
発
生
し
、
平
成
二
三

年
度
比
六
四
件
増
の
七
一
件
に
上
っ
た
。 

　
こ
の
基
金
は
、
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
、
水
門
閉
鎖
や
避
難
誘

導
、
救
助
、
消
火
な
ど
懸
命
な
活

動
を
続
け
殉
職
さ
れ
た
消
防
団
員
、

消
防
職
員
の
遺
児
の
健
全
な
成
長

を
願
い
、
そ
の
修
学
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。 

　
平
成
二
四
年
二
月
に
基
金
を
設

け
て
以
来
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
何

分
に
も
遺
児
の
数
が
多
い
こ
と
か

ら
基
金
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

　
引
き
続
き
、
ご
寄
付
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
東
日
本
大
震
災 

  

消
防
殉
職
者
遺
児 

     

育
英
奨
学
基
金
」 

  

ご
協
力
の
お
願
い 

次のいずれかの方法でお願い致します。 
　　　下記口座への振込　　現金送付　　持参 

　寄付金の振込先 
　　　■りそな銀行 
　　　　　りそな銀行　　金融機関コード　0010 
　　　　　東京公務部　　支店コード　295 
　　　　　普 通 預 金　　0078446 
　　　　　口 座 略 称　　東日本大震災消防育英基金 
　　　　　　　　　　　　( ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾀﾞｲｼﾝｻｲｼｮｳﾎﾞｳｲｸｴｲｷｷﾝ ) 
　　　■郵 貯 銀 行 
　　　　　口座記号番号　00160－4－418360 
　　　　　加 入 者 名　東日本大震災消防育英基金 

　　＊振込手数料は、寄附される方のご負担となります。 

ご寄付の方法 

平成24年度消防互助会見舞金等の贈呈状況 

秋田県消防協会消防互助会委員名簿 

  罹災見舞金 

   住家全焼・全壊 3 300 

   住家半焼・半壊 36 1,000 

   非住家又は家財焼失・損壊 36 420 

   小　　計 75 1,720 

   うち平成24年4月の爆弾低気圧関係 71 1,390 

  弔慰・傷痍見舞金 24 240 

 結婚祝い金 90 900 

  　　　　　　　合　　　計 189 2,860 

 【参考】消防互助会加入者数　　　　　　　　19,062人 

見 舞 金 等 の 種 類
　　　　　 件数　　 金額 

　　　　　　　　　　　　　　　  (件)　　 (千円) 

平成25年4月1日現在 

 委員長 佐　藤　生　治  仙北市消防団　団長 

 委　員 成　田　俊　昭  小坂町消防団　団長 

  北　林　義　⫝̸  上小阿仁村消防団　団長 

  金　子　忠　夫  三種町消防団　団長 

  遠　間　富　和  井川町消防団　団長 

  備　後　孫　忠  秋田市消防団　副団長 

  今　野　文　夫  由利本荘市消防団　岩城支団長 

  ⫝̸　階　健太郎  横手市山内消防団　団長 

  佐々木　謙　吉 東成瀬村消防団　団長 

任期：平成25年4月1日～平成27年3月31日 

一
八
九
件
の
見
舞
金
・
祝
い
金
を
贈
呈 

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会 

 

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会 

 

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会 

 

№711（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成25年５月15日（毎月１回15日発行）（６）



山菜採りに行くときの注意・装備品の注意 

①一人で山には入らないで、家族 (又は知人 )に行き先
を告げる 
②自分の体力、体調にあった行動をとる 
③知らない山には入らない 
④天気予報・気象情報を確認してから出かける 
⑤予備の食糧、雨具、着替え、ライター、熊鈴、ラジオ、
笛などを持つ 
⑥携帯電話 (電波の届く場所を確認する ) 
⑦服装、所持品は目立つ色にしましょう 
　・自然界に無い色の物を着用・持参しましょう 
　・捜索する側から目立つ色は白色 
　・白いタオルを持参して入山して下さい 
 

入山の注意・登山の注意 

①声を掛け合い、お互いの居場所を確認して同行者と
離れない 
②方向を見失わないようにする 
③無理をせず早めに切り上げ、明るいうちに下山する 
 

もし、迷ってしまったら 

①むやみに歩き回らない 
　(沢や崖などに転落してしまう場合があります ) 
②雨風を防げる場所で救助を待つ 
③明るくなったら見通しの良い場所に出て、救助を待つ 
④捜索のヘリコプターを見つけたら、見通しの良い場
所に移動して、目立つ色の着衣、雨具、タオル等を
振って自分の居場所を知らせる 

入山者の皆さんへ 

29歳以下 
8.7％ 

30～ 39歳　1.0％ 

40～ 49歳　1.0％ 

　　50～59歳　 
　7.8％ 

60～ 64歳 
13.6％ 

65～ 69歳 
18.4％ 

70～ 79歳 
34.0％ 

80歳以上 
15.5％ 

平成24年山岳遭難　年代別発生状況 

山岳遭難事故の発生状況 　
平
成
二
五
年
度
秋
田
県
山
岳
遭
難
防
止

対
策
協
議
会
（
会
長
・
堀
井
啓
一
秋
田
県

副
知
事
）
総
会
が
四
月
二
六
日（
金
）、
秋

田
県
庁
第
二
庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
平
成
二

四
年
山
岳
遭
難
事
故
発
生
状
況
の
報
告
な

ど
が
行
わ
れ
た
。 

　
山
岳
遭
難
事
故
報
告
に
よ
る
と
、
発
生

件
数
は
八
九
件
、
う
ち
山
菜
採
り
が
五
七

件
で
六
四
．
〇
％
を
占
め
、
遭
難
者
数
は

一
〇
三
人
、
う
ち
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者

は
七
〇
人
で
六
七
．九
％
を
占
め
た
。 

秋
田
県
山
岳
遭
難

　
　
防
止
対
策
協
議
会

  件　　数 85 83 68 89 
 合　　計 遭難者数 97 92 74 103 
   うち死亡 16 16 11 14 
  件　　数  14 9 4 7 
 登　　山   遭難者数  16 12 5 7 
     うち死亡 - - - 2 
  件　　数  45 39 45 57 
 山菜取り  遭難者数  55 43 50 63 
     うち死亡 8 6 8 4 
 
きのこ取

 件　　数  13 19 8 16 
 
り
 遭難者数  13 21 8 16 

     うち死亡 3 3  - 4 
  件　　数  13 16 11 9 
 そ の 他   遭難者数  13 16 11 17 
     うち死亡 5 7 3 4 

＊「その他」は森林伐採、渓流釣り等の事故 

    H21  　H22 H23 H24

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会 

 

消
防
互
助
会
審
議
委
員
会 

 

 

山
菜
採
り
が
遭
難
の
六
四
％
を
占
め
る 
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消 防 半 天 ・ 帯 ・ 団 旗 
優 勝 旗 ・ ゼ ッ ケ ン 
手拭・タオル・のれん 
旗 幕 類 名 入 染 物 専 門 

 

寺　田　染　工　場 

 
横手市清川町　Q32－0416

 
トーハツ消防ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
モリタ自動車ポンプ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　綜合防災設備センター 
消 防 被 服 全 般　　　　　　　　　　　　　　　　　 
秋 田 県 代 理 店　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 株式会社　高 義 商 会 
 
 トーハツ小型動力ポンプ 

モリタ自動車ポンプ 
ジ ェ ッ ト ホ ー ス 

（営　業　種　目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
消 防 被 服 全 般 
火 災 報 知 器 各 種 
消 火 器 各 種 

　〒012-0105  本社  湯沢市川連町字万九郎屋布32 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ℡（0183）（42）2125 
　〒012-0844  湯 沢 市 田 町  ℡（0183）（73）2588
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春
の
火
災
予
防
運
動
初
日
の
四
月
七
日
、

大
仙
市
消
防
団
大
曲
支
団
は
、
内
小
友
中

沢
地
区
を
会
場
と
し
て
内
小
友
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
議
、
中
沢
自
治
会
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
テ
ン
ダ
ー
ヒ
ル
ズ
、
大
曲
仙

北
危
険
物
安
全
協
会
、
秋
田
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
大
曲
仙
北
支
部
、
大
曲
消
防
署
、
大

仙
市
等
、
関
係
機
関
多
数
の
協
力
の
下
、

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、
県
南
部
を
震
源
と
す
る
震
度

六
強
の
地
震
が
起
き
、
倒
壊
し
た
家
屋
で

火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
住
民
ら
約
六
〇
人
が
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
内
小
友
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
な
ど
が
地
元
中
学
校
体

育
館
に
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
避
難
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
テ
ン
ダ
ー
ヒ
ル
ズ
で
は
、

火
災
発
生
時
の
入
居
者
の
避
難
誘
導
、
は

し
ご
車
を
使
っ
た
高
所
救
助
訓
練
、
応
急

救
護
所
の
設
置
と
搬
送
手
順
の
確
認
を
行

い
、
最
後
は
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水
で

訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
訓
練
は
、
地
域
住
民
の
防
災
意

識
の
向
上
と
連
携
強
化
を
再
確
認
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
非
常
に
有
意
義
な
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。 

〔
情
報
提
供
　
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
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４月 累計 累計 ４月 年計 ４月 累計 

火災の発生状況 （速報値） 

（秋田県総合防災課調べ） 

＝
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
＝ 

「
春
の
火
災
予
防
運
動 

　
　
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
」 
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